
、



☆ 多変数関数の最大最小 の ×3 - 20より ←2を消す
→ I変数で考えたい 66 が基本 2 × + y = - 2

→ I変数にできれば平方完成や微分 y = - 2 × - 2 い

!

」
これで必要十分

でわかる。 今回はは、Zに範囲もなく、ラク.
.文字消去 ← 関係式で消せるとき

→ が t y'+23-3なZ に代入して
｛・文字
固定 に消せないとき

3次関数で微分でもいいが、
あと は 媒介変数表示、有名不等式も 見るからに 7し .

.礫式
は、牸
で鋏角、

×3+y3+23- 3 x y z
→ 文字消去でいける. =1×+に_？（が外で_xy-yz-2-D
｛×+y+2=1 . . . D

× + 2 y + 3 Z = 5 - . - ② = x 2 + y 2 + I - x y.y z _ z x
E2碆うた！

① × 2 - ② よ り 、 ←yを消す =
が+（-2×-2）年（x+3）2

X - Z = - 3 -x（-2×-2）-（-2×-2）（×+3）-1×+3）×
Z = X + 3 - 30 = 9×2+21×+19



について、 Xが全ての実数をとるときの 等号成立条件は X=y=Z のとき

最小値を考えれは一人 だが、 そのとき甁
「旬
"""

は必ずある
x n y + 3 2 = 5

を同時に満たす
9×421×+19=9（x+f）でF

(X.な、2）は存在しないので、
等 号 はつまり X=一 I のとき最小値母 をとる。

→

ということで同じように文字消去.
に）誤 Zの式にした方がちょびっとラクそう.

相加相乗平均より （x.はでもok） →x.2を消す.
F y z E ×が-_-2 = f {Xは+2-_-I

X+2y+32=5
よって X Y Z E I となるので

。 ｛X=2-3
は-_-22+4

なので、
XYZの最大値は I

. 「（りと同じように.
→ 何がダメ？ まず符号. あとは、



X Y Z →あとは f（5坊-）とOとの大小！
=（2-3）（-22-+4）Z n i n e
-_-223-11022-12Z f'を0にする値なので、
これをHz）とおく。 Hz）をHz）で割った余りに
flz）のZEOでの最小値をとる代入すーーるというワザって、直でのイが ゴ ー ル _ ！

3次なのでビ分！ ここで、flz）を f'（2-）で割ると、
HD=-622+20Z-12
拗 = 嶰 . . .

。
匊..._-.
-が

z = 5 ±7 _ 「 なので、 - 2 8 - 4 - 2 23

220でのHz）の増減は 8 - 8 0

が。馬。劇。※

!

た

1
1 ↳ r s



-2で+10で-12Z=GZ-EX6It oz-） 〈別解〉
f（5"-7）の'符号がわかれ1_ei.laで、

+までも_
fに）=XYZ

となるので、 =（Z-3）（-22-+4）Z

f F i） . . f i x i ng という積のーー形に注目する！

= 281

"

-40ー
ー

z=

!

一介 のとき、 Z-3=「ごーくO
-22+4=25--9<o=f×（79-10）

が_，_..な
旬ないが甽
が，。
このイ直は0より大きい。 についてZ=YMTでの値は正である。
よって220で fに）が最大となるのは （以下同様）

で塗，のときである。


